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MapServerとは

・地図をWebページで表示するための「マッピングエンジン」

・Web GIS アプリケーション開発を目的としたオープンソー

スの開発環境

・Shapelib, FreeType, Proj.4, GDAL/OGR などのオープン

ソースまたはフリーソフトウェアによるシステムを用いて構成
されている

・Linux(UNIX)、MacOSX、Windowsバイナリが配分されている
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主要機能

1 地図描画機能
・地図表現に必要な点・線・注記、記号などの描画設定

・縮尺による描画設定の切り替え

・Mapfileと呼ばれるテキストファイル

2 地図表示機能
・Shapefile、地理DBなどから地図データ（画像、ベクトル）を作成する

・凡例、参照図、スケールバー画像なども作成できる

・on‐the-flyに投影法変換もできる 投影法が混在できる

3 0GCに基づくWebサービスに対応

4 開発言語・環境への対応

・PHP,Python,Perl,Ruby,Java,.NET
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対応データ

・対応データフォーマット
① ベクター ESRI shapefile, PostGIS, ESRI ArcSDE, Oracle Spatial, etc

② ラスター TIFF/GeoTIFF, EPPL7 および GDALを利用したデータ
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MapServerの例

• 例1）レイヤーを表示する

・この例では、一つのマップレ
イヤーで構成されている

・MapServerは.mapfileにデー
タ設定パラメータを保管してい
る
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Mapfile解説―例1）レイヤを表示する
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Mapfileの基本ルール

・オブジェクト名は大文字や小文字の区別無し

・オブジェクトの順序は自由だが、階層関係は重要

・インデントはタブでもスペースでも良い

インデントをタブやスペースで区切らなくてもエラーに
ならないがバグの元

・文字列はダブルフォート推奨

・コメントは#で始める
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MapServerで地図を作製した結果

・生成されるマップ画像こそがエンドユーザが求めている

もの

・最終的には、すべてのレイヤが処理され、webページに

ロードして表示するように指示される

・マップはMapServerが作成できるただ一つの画像では

ない。スケールバー、凡例、参照図もMapServerアプリ
ケーションの一部分
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MapServerアプリケーションの基本的な動作を表した図
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メリット

・マッピング情報がインターネットを通じ，広く普及することが
可能である

・データ変換を行わずに様々なデータフォーマットにアクセス

できる

・MapServerの機能は様々なプログラミング言語を使うことが
できる

・MapServerは様々なカスタム環境でも利用できる
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・MapServer open source web mapping

http://mapserver.org/about.html

・OSGeoLive
http://live.osgeo.org/ja/overview/mapserver_overview.html
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ご清聴ありがとうございました

13


